
 

 

復活節第２主日特祷 

全能の父よ、あなたはわたしたちを罪から救うため、独りのみ子を死に渡し、また義とするた

めによみがえらせてくださいました。どうか悪意とよこしまのパン種を除き、常にまことの信

仰と清い行いをもってあなたに仕えさせてください。主イエス・キリストのいさおによってお

願いいたします。アーメン 

  

旧約聖書  イザヤ書２６章２節-９節,１９節 

城門を開け 

神に従い、信仰を守る民が入れるように。 

堅固な思いを、あなたは平和に守られる 

あなたに信頼するゆえに、平和に。 

どこまでも主に信頼せよ、主こそはとこしえの岩。 

主は高い所に住まう者を引きおろし 

築き上げられた都を打ち倒し 

地に打ち倒して、塵に伏させる。 

貧しい者の足がそれを踏みにじり 

弱い者の足が踏みつけて行く。 

 

神に従う者の行く道は平らです。 

あなたは神に従う者の道をまっすぐにされる。 

主よ、あなたの裁きによって定められた道を歩み 

わたしたちはあなたを待ち望みます。 

あなたの御名を呼び、たたえることは 

わたしたちの魂の願いです。 

わたしの魂は夜あなたを捜し 

わたしの中で霊はあなたを捜し求めます。 

あなたの裁きが地に行われるとき 

世界に住む人々は正しさを学ぶでしょう。 

 



 

 

あなたの死者が命を得 

わたしのしかばねが立ち上がりますように。 

塵の中に住まう者よ、目を覚ませ、喜び歌え。 

あなたの送られる露は光の露。 

あなたは死霊の地にそれを降らせられます。 

 

日課詩篇 第 １１８ 篇 １９～２４ 節 

19 正義の門よ、扉を開け∥ わたしは中に入って主に感謝を献げよう  

20 これは主の門∥ 正しい人はここから入る 

21 わたしはあなたに感謝する∥ あなたはこたえてわたしを救われた 

22 家造りの捨てた石が∥ ｢隅のかしら石となった 

23  これは主のみ業∥ 人の目には不思議なこと 

24 今日こそ主が造られた日∥ この日をともに喜び祝おう 

 

使徒言行録 ３章１２節a，１３節－１５節，１７節－２６節 

これを見たペトロは、民衆に言った。「アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神、わたし

たちの先祖の神は、その僕イエスに栄光をお与えになりました。ところが、あなたがたはこ

のイエスを引き渡し、ピラトが釈放しようと決めていたのに、その面前でこの方を拒みまし

た。 聖なる正しい方を拒んで、人殺しの男を赦すように要求したのです。あなたがたは、命

への導き手である方を殺してしまいましたが、神はこの方を死者の中から復活させてくださ

いました。わたしたちは、このことの証人です。ところで、兄弟たち、あなたがたがあんなこ

とをしてしまったのは、指導者たちと同様に無知のためであったと、わたしには分かってい

ます。 しかし、神はすべての預言者の口を通して予告しておられたメシアの苦しみを、この

ようにして実現なさったのです。だから、自分の罪が消し去られるように、悔い改めて立ち

帰りなさい。こうして、主のもとから慰めの時が訪れ、主はあなたがたのために前もって決

めておられた、メシアであるイエスを遣わしてくださるのです。このイエスは、神が聖なる

預言者たちの口を通して昔から語られた、万物が新しくなるその時まで、必ず天にとどまる

ことになっています。モーセは言いました。『あなたがたの神である主は、あなたがたの同

胞の中から、わたしのような預言者をあなたがたのために立てられる。彼が語りかけること



 

 

には、何でも聞き従え。この預言者に耳を傾けない者は皆、民の中から滅ぼし絶やされる。』 

預言者は皆、サムエルをはじめその後に預言した者も、今の時について告げています。あな

たがたは預言者の子孫であり、神があなたがたの先祖と結ばれた契約の子です。『地上のす

べての民族は、あなたから生まれる者によって祝福を受ける』と、神はアブラハムに言われ

ました。それで、神は御自分の僕を立て、まず、あなたがたのもとに遣わしてくださったの

です。それは、あなたがた一人一人を悪から離れさせ、その祝福にあずからせるためでした。」 

 

福音書 ヨハネによる福音書 ２０章１９節―３１節 

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の

戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」

と言われた。そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。イ

エスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったよう

に、わたしもあなたがたを遣わす。」そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊

を受けなさい。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あな

たがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」 

十二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいな

かった。そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、トマスは言った。「あ

の方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ、また、この手をそのわき腹に入れ

てみなければ、わたしは決して信じない。」さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、トマ

スも一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがた

に平和があるように」と言われた。それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、

わたしの手を見なさい。また、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。信じない

者ではなく、信じる者になりなさい。」トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」と言っ

た。イエスはトマスに言われた。「わたしを見たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸い

である。」 

このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさったが、それはこの書物に書

かれていない。これらのことが書かれたのは、あなたがたが、イエスは神の子メシアであると

信じるためであり、また、信じてイエスの名により命を受けるためである。 


